
『あおいほしのあおいうみ』授業実施報告書 

広島県立宮島工業高等学校  中須賀裕幸 

１ 教科・科目 地歴・公民科 地理総合  

２ 学年・クラス ２学年 ７クラス (履修者数１９７名) 

３ 単位数 ２単位 

４ 教科書 第一学習社『高等学校地理総合』 

５ 授業形態 ７クラスを同じ内容で展開。ブリントを配布し、教科書を見て穴うめをしたのち内容に入る。展

開方法としては①板書による解説、②パワーポイントによる解説、③ワークショップ、④生徒

自身による作業のいずれかのパターンで行う。 

６ 単元・時数 「現役世代と将来世代のための地球」(教科書 p.144～149) 3 時間構成 

  (1)地球温暖化問題…板書による解説 １時間 

(2)陸地の環境問題…ワークショップ「パーム油の話」(DEAR 教材準拠) １時間 

(3)海洋の環境問題…『あおいほしのあおいうみ』の活用(本時) １時間 

  一人ひとりに一冊ずつ冊子を渡して、プリントの設問に沿って、内容を読み解かせる。 

７ 実施時 ２０２５年１月  

８ 本時の目標 

  海洋の環境について、単に海洋ごみ問題等に限定せずに、多角的に知り、立体的に考察させる。 

９ 学習ブリントの内容 

 



10 生徒の記入内容(一部)  

  生徒のプリントへの記入 

   

   



   

11 期待できる学習効果 

   本時は、まず何よりも“本“を読ませることを中心課題として設定した。『あおいほしのあおいうみ』の内容が

単に「海洋汚染」問題だけに限定されたものではなく、生命を育んでいた海洋という観点や、海洋生物の多様

性、料理からスポーツにいたるまで、「海」にかかわる多様な内容で編集されているので、それらの中から学

習者自身が多様な「読み方」をすることができ、海洋に関するリテラシーと立体的な理解につなげていくことが

できたように思う。 

12 その他 

50 分の授業のうちプリントの穴埋めによる概説が 10分、残り 40 分を『あおいほしのあおいうみ』を読む時

間にあてた。1 時間の限られた中でただ漫然と本を読むだけの時間にならないように、あらかじめ設問を設定

して、設問に関係のある所から読ませた。設問に答え終えた後は、自分の好きなところ（気になるところ）を読

んで、その感想を書くように指示した。ぼぼ全員が時間内にすべて答え終えることができたようだった。 


